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自己評価書の
作成方法等について

独立行政法人

大学評価・学位授与機構

平成２３年7月13日

National Institution for Academic
Degrees and University Evaluation

自己評価書の構成

１ 現況及び特徴

２ 目的

３ 章ごとの自己評価

◆１章～１１章の自己評価

National Institution for Academic
Degrees and University Evaluation
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１ 現況 （１）法科大学院（研究科・専攻）名

（２）所在地

（３）学生数及び教員数（実施年度の５月１日現在）

２ 特徴

法科大学院の沿革・理念を踏まえ、また、目的の背景とな
る考え方等も含め、法科大学院の特徴が表れるように記述

現況及び特徴は、評価報告書に原文のまま掲載、公表

１ 現況及び特徴

National Institution for Academic
Degrees and University Evaluation

現況及び特徴

Ⅰ 対象法科大学院の現況及び特徴

○○大学大学院○○研究科○○専攻

１ 現況

（１）法科大学院（研究科・専攻）名

○○大学大学院○○研究科○○専攻

（２）所在地

○○県○○市

（３）学生数及び教員数（平成○○年５月１日現在）

学生数：○○人

教員数：○○人（うち実務家教員○○人）

２ 特徴

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・

縦40行

横25字

National Institution for Academic
Degrees and University Evaluation

（現況、特徴合わせて２，０００字以内で簡潔に記述）

（フォントは明朝体９ポイントを使用）

前回の評価から変更
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法科大学院の「目的」とは、教育の理念及び目標、養成しよう
とする法曹像等をいう。

目的の記述に当たっては、法科大学院が現在周知・公表して
いる目的、及びその目的から派生する内容も含めて、法科大
学院の個性や特色を踏まえて記述する。

法科大学院の「目的」という名称で明文化されていない場合
であっても、教育の理念及び目標、養成しようとする法曹像
等を定めている場合には、それを記述する。

２ 目 的

National Institution for Academic
Degrees and University Evaluation

目的は、評価報告書に原文のまま掲載、公表

○○大学大学院○○研究科○○専攻

Ⅱ 目的

１ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・教育の理念及び目標、養成しようとする法曹像等を２，０００字

（横５０字×縦４０行）以内で記述

・項立て、箇条書きなど分かりやすく工夫

・フォントは明朝体９ポイントを使用

目 的
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３ 章ごとの自己評価

第１章～第１１章の自己評価

（１） 基準ごとの分析

解釈指針の内容を踏まえ「基準に係る状況」を記述

（２） 「特長及び課題等」の記述

National Institution for Academic
Degrees and University Evaluation

名称を変更

評価基準について

○ 基準は１１章、５２基準で構成

○ 法科大学院教育の質を保証する観点から特
に重視される基準として「重点基準」を設定

○ 適格認定は、各基準の判断結果を総合的に
考慮し、各基準の判断結果のうち特に重点基
準の判断結果を踏まえて行う

National Institution for Academic
Degrees and University Evaluation

前回の評価から変更
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解釈指針について

○ 各基準に係る説明及び例示を規定したもの

（「細則」としての解釈指針は削除）

○ 「・・・が望ましい」と規定されたものは、定め

られた内容が実施されている場合、優れた特徴

として取り扱う

National Institution for Academic
Degrees and University Evaluation

前回の評価から変更

（１）基準ごとの分析 １／２
（ア） 解釈指針の内容を踏まえて記述

（イ） 取組や活動の内容等について、当該基準の状況
が明確になるよう、根拠となる資料・データ等を示し
つつ、それぞれの状況に応じ記述

National Institution for Academic
Degrees and University Evaluation

「適切」、「適当」、「十分」、「相当」等の表現で示された基
準や解釈指針

法科大学院自らが考える「適切」性などに照らして、実際
の状況がどのようになっているのか、十分な根拠に基づい
て分析し、明確に記述
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（１）基準ごとの分析 ２／２

National Institution for Academic
Degrees and University Evaluation

① 各基準に従って分析を行う際に必要と考えられる資料・
データ等の例示（自己評価実施要項４１－６８頁）

② 根拠となるデータを様式で求めるもの

（自己評価実施要項２７ー３５頁）

（ウ） 基準に対する自己評価の根拠となる資料・データ等

例示は、あくまでも想定される資料・データ
等であり、これらと同じものを求めるもので
はありません。各法科大学院が必要と判断
するものを根拠としてください。

（２） 特長及び課題等の記述

National Institution for Academic
Degrees and University Evaluation

章ごとに、基準ごとの分析の中から法曹養成の

基本理念や、法科大学院の目的に照らして、特に
重要と思われる点を抽出し記述

・ 「特長」
・ 「特色ある取組」
・ 「課題」等

※抽出する事項がない場合は、「該当なし」と記述

名称変更
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◇「章ごとの自己評価」記述様式

National Institution for Academic
Degrees and University Evaluation

基準ごとの分析
基準ごとに原則１,６００字以内で記述（１，６００字×５２基準）

特長及び課題等
章ごとに原則１,６００字以内で記述（１，６００字×１１章）

全体で１００,０００字程度で調整可
（字数制限を超える場合には、別途機構に相談）

根拠資料・データ等は字数制限に含まない

フォントは明朝体、大きさは１０．５ポイントを使用

◇根拠となる資料・データ等の記載方法

National Institution for Academic
Degrees and University Evaluation

① 本文中に記述した事項との関係が容易に確認できる
位置に記載（資料・データの名称及び出典を明記）

② 必要最小限に整理（必要に応じて抜き出し、加工）

③ 本文中に記載することで、読みにくくなる場合には別
添として記載可能（具体には、次ページのとおり）

④ 外部に持ち出すことが困難なもの等については、例示
として必要最小限の範囲を記載→訪問調査時に確認

⑤ 根拠資料・データ等を本文中や別添として記載できな
い場合は機構に相談→訪問調査時に確認
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自己評価書とは別添として作成する場合

（合紙）にインデックスを貼る。
・資料ごとに資料番号のインデックスを貼付した紙（合紙）を挟み、ファイルに綴じてください。（資料自体にはイン
デックスを貼付しないでください。）

・別添資料の資料番号については、資料の該当基準の数字に関係なく、例えば、資料１、資料２、資料３…と通し番
号で付してください。（ただし、番号については、自己評価書の本文との整合性をとってください。）
※ 別添資料：根拠となる資料・データ等のうち、自己評価書の本文中に記載しないもの。

- 2 -
- 1 -

- 1 -
- 1 -

- 1 -

２

３

- 3 -
- 2 -○○○○○○

・・・・・・・・・・
・・・
・・・・・・・・・・

・・・
・・・・・・・・・・

・・・・
・・・・

- 1 -

１

①自己評価書の末尾に
添付する

②自己評価書とは別冊
ファイルとする

別冊とする別添資料イメージ

○○大学大学院○○研究科○○専攻 第１章

Ⅲ 章ごとの自己評価

第１章 教育の理念及び目標
１ 基準ごとの分析
１－１ 教育の理念及び目標

基準１－１－１ 教育の理念及び目標が適切に設定され、かつ、明確に示されていること。

（基準１－１－１に係る状況）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･･･････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・【解釈指針１－１－１－１】 【解釈指針１－１－１－２】

基準１－１－２ 教育の理念及び目標が、当該法科大学院の教育を通じて、達成されていること。

（基準１－１－２に係る状況）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【解釈指針１－１－２－１】

「データ名」
（出典・・・・・）

「データ名」
（出典・・・・・）

２ 特長及び課題等
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

－○－

章ごとの自己評価

自己評価書様式ファイル
に掲載済。

目的に照らし、解釈指針
の内容を踏まえて、当該
基準の状況が明確になる
よう記述。

根拠となる資料・データ等
は、状況説明等との関係
が容易に確認できる位置
に記載。（データ名、出典
を必ず明記。）

基準ごとの分析の中から、
目的に照らして特に重要
と思われる点を抽出し、記
述。抽出する事項がない
場合は「該当なし」と記述。
【前回の評価から名称を
変更。記述内容は、前回
と同様】

解釈指針の該当箇所が明
らかになるよう、解釈指針
番号を明記。
【前回の評価と同様】

・・・
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基準３－２－１
法科大学院における授業の実施に当たっては、次の各号を満たしていること。

（１）専門的な法知識を確実に修得させるとともに、批判的検討能力、創造的思考力、事実
に即して具体的な問題を解決していくために必要な法的分析能力及び法的議論の能力そ
の他の法曹として必要な能力を育成するために、授業科目の性質に応じた適切な方法が
とられていること。

（２）１年間の授業の計画、各授業科目における授業の内容及び方法、成績評価の基準と方
法があらかじめ学生に周知されていること。

（３）授業の効果を十分に上げられるよう、授業時間外における学習を充実させるための措
置が講じられていること。

（基準３－２－１に係る状況）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・【解釈指針３－２－１－１】、【解釈指針３－２－１－２】
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・《資料○○○参照》【解釈指針３－２－１－３】

３－２ 授業の方法

○○大学大学院○○研究科○○専攻自己評価書（イメージ）

解釈指針の該当
箇所が明らかに
なるよう、解釈
指針番号を明記

【前回の評価と同
様】

資料○○○「・・・・・・・・・・・・・・・・」

・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（出典：○○大学規程集）

根拠となる資料
・データ等は、
状況説明等との
関係が容易に確
認できる位置に
記載

データ名、出典
を必ず明記

１／２

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・【解釈指針３－２－１－４】
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・《別添資料○シラバスP.○参照》

【解釈指針３－２－１－５】 【解釈指針３－２－１－６】
・・・については、該当なし。【解釈指針３－２－１－７】

○○大学大学院○○研究科○○専攻自己評価書（イメージ）

「・・・の場合」といっ
た条件が付されて
いるもの、「・・・する
ことが望ましい」とさ
れているものに該
当しない場合、「該
当なし」と記述

２ 特長及び課題等

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

以下、同様に第11章までの自己評価結果を記述

章ごとに、基準ごと
の分析の中から特
に重要と思われる
点（特長、特色ある
取組、課題など）を
抽出して記述

【前回の評価と同様】

抽出する事項がな
い場合は「該当な
し」と記述

根拠資料・データ
等を本文中に添付
できない場合は、
別添資料の○番の
△頁と記載

２／２
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自己評価書の提出方法

（イ）提出書類等

① 自己評価書：２０部

根拠資料・データ等：自己評価実施要項１４頁 ⑦参照

② 教員組織調査に係る資料：５部

提出資料（資料１～４）：自己評価実施要項１４頁 ⑧参照

③ 自己評価書及び教員組織調査に係る資料の電子媒体

： 各１部

（ロ）提出締切 平成２４年６月末必着

（ハ）提出先 大学評価・学位授与機構評価事業部

封筒表面の左側部に「法科大学院認証評価自己評価書等在中」と朱書き


